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	評価項目
	評価基準
	評価委員会の
指摘・提言等
	改善のための対応方針
	次年度以降の事業計画等への反映内容
	令和５年度の
進捗状況

	Ⅱさらなるサービスの向上に関する事項
(2)自主事業
	①さらなるサービス向上の取組み

	一般府民に向けてボートの魅力を啓発し、自主事業の参加者の増加をめざす。
	ボート競技の様子の動画をホームページにアップし、府民にボートの魅力を広める。
ボート教室の随時開催（市や近隣のスポーツ施設と連携した告知を検討）、施設を利用したレガッタや合同練習会開催の誘致・開催支援を行う。
	利用者増加につなげるため、ボート競技の様子の動画をホームページにアップし、府民にボートの魅力を広めるとともに、自主事業（ボート教室の開催、施設利用イベントの誘致）の参加・利用者増を図る。

	ボート競技の動画掲載については、肖像権の扱いなど課題解消に向け検討中。
令和５年度については自主事業であるボート教室の開催を予定しており、現在調整を進めている。また、地元情報誌を活用し施設や大会の情報発信を行っている。
今後は、施設所管課と協力し施設の補修等も行い、利便性やさらなるサービスの向上に努める。
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